
男女共同参画社会の将来像の概要（案）男女共同参画社会の将来像の概要（案）

【目的】 男女共同参画社会についての国民の理解を深め、国民
各界各層で男女共同参画社会の実現に向けた様々な取組が行わ
れるよう、２０２０年頃までの男女共同参画社会の状況（男女共同
参画社会の将来像）について具体的なイメージを提示

○ 現状と環境変化：長期にわたった経済活動の低迷、グローバル化・情報化
に伴う競争激化、少子・高齢化と家族形態の変化、地域社会の変化と治安の
悪化、不安の高まり

○ 男女共同参画社会の形成の障壁：性別による固定的役割分担意識の根
強い存在、仕事と子育ての両立困難と男性の長時間労働・低い育児や地域社
会への参加、限定的な就業形態、処遇における男女間格差 等

【政策・方針決定過程への女性の参画の促進】2020年までには社会のあらゆ
る分野において、指導的地位に女性が占める割合が少なくとも30%程度なるこ
とを目指す 等
→ 新しい視点の提起、様々な人の立場を考慮した政策等の立案・実施により、
組織・社会が活性化

【働く場】男女の均等な機会と待遇の確保、多様な働き方に応じた適切な処遇
の確保 等
→ 男女ともに能力を最大限発揮でき、日本経済が活性化、多様な働き方の
選択が実現

【家庭】仕事と家庭の両立支援、子育て支援の拡充、高齢者の社会参画促進、
家庭における暴力への対応 等
→ 男性の参画で家庭が活性化、子育て・教育力の回復

【地域・その他】地域に男女が共に参画できる条件整備、地域における女性の
チャレンジ支援、自立の意識を育み、生涯を通じ、生き方の変化に応じて様々
な分野で活躍することを可能にする学習機会の充実 等
→ 状況に応じた多様な生き方の選択が可能になるとともに、地域機能が回復

【地球社会への貢献】国際規範、基準の国内への取り入れ・浸透、男女共同
参画の視点に立った政府開発援助の推進 等
→ 我が国の男女共同参画の進展が諸外国から評価され、活躍の場が拡がる

男女共同参画の取組の方向と
2020年頃の男女共同参画社会の将来イメージ

【我が国の経済と社会の現状と課題】


